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研究成果の概要（和文）：本研究では、これまでの調査結果と文献検討、および研究者らの検討でセルフ・ネグ
レクトの定義と概念をまず整理した。そのうえで、本研究の一環として、研究者らが加わった他の調査結果のデ
ータの二次分析を行い、セルフ・ネグレクトの主要な状態像を類型化し、孤立死との関連と課題を分析した。ま
たいわゆるごみ屋敷条例を先駆的に施行している自治体の対応事例の分析と、地域包括支援センターの職員を対
象としたフォーカスグループインタビューの結果から、効果的な介入・支援方法を検討した。以上の成果から、
介入・支援ツールの最終案を開発し、現場で活用できる「セルフ・ネグレクトの予防と支援の手引き」を成果物
として作成した。

研究成果の概要（英文）： In this research, we firstly summarized the definitions and concepts of 
self-neglect based on investigation results and literature review so far and investigations by 
researchers. In addition, as a part of this research, we conducted a secondary analysis of the data 
of other survey results that researchers joined, categorized the main state images of self-neglect, 
and analyzed the association and issues with solitary death.We also examined effective intervention 
and support methods from the analysis of countermeasures of municipalities that pioneered the 
ordinance on “garbage house”, and the results of focus group interviews for staff of Regional 
General Support Center.Based on the above results, we developed the final draft of intervention and 
support tools and created the "self-neglect prevention and support guidance" that can be utilized on
 site as deliverables.

研究分野：公衆衛生看護学
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１．研究開始当初の背景 
津村ら（津村他、2006）は海外の文献検討
から、セルフ・ネグレクトを，「高齢者が通
常一人の人として，生活において当然行うべ
き行為を行わない，あるいは行う能力がない
ことから，自己の心身の安全や健康が脅かさ
れる状態に陥ること」と定義しているが、日
本でまだ共通の統一した定義は示されてい
ない。研究者らは日本において初めての全国
的な規模のセルフ・ネグレクトの調査を、
2009 年 12月～2010 年 1月に全国の地域包括
支援センターを対象に実施した。その結果、
セルフ・ネグレクト状態の高齢者は、慢性疾
患に罹患している者が約４割を占め、アルコ
ール依存症や精神疾患に罹患している者は
それぞれ約２割を占め、生命や健康に影響を
及ぼす状態であることが明らかになった。ま
た、そのような生命や健康にかかわる状況で
あるにもかかわらず、7 割は独居高齢者であ
り、「他人との関わりを拒否」「近隣住民との
関わりがない」が約 7割、「閉じこもり状態」
が 6 割を超えており、「社会的孤立」の状態
にあることが明らかになった（岸他、2011）。 
一方、孤立死との関連では、孤立死事例の
約 8割が生前にセルフ・ネグレクト状態であ
ると推測され、セルフ・ネグレクトは孤立死
の予備軍であることも明らかになった（岸他、
2011）。シカゴにおける前向きコホート研究
でも、セルフ・ネグレクト状態にある事例の
1 年以内の死亡リスクは通常の高齢者より高
い（【ＨＲ】5.82）と報告されており（Dong et 
al. 2009）、セルフ・ネグレクトは公衆衛生
学的にも早急に介入・支援が必要である。 
しかし、セルフ・ネグレクトの概念、要因、
介入方法については、海外も含めて研究途上
である。特に日本では、「高齢者虐待の防止，
高齢者の養護者に対する支援等に関する法
律」（以下，高齢者虐待防止法）で、セルフ・
ネグレクトは高齢者虐待の定義から除外さ
れているため、高齢者虐待に比較し、有効な
介入方法の検討がされていないばかりか、正
確な実態としての数が把握されておらず、対
応が極めて遅れている現状である。一方で、
介入・対応する専門職も、専門職としてセル
フ・ネグレクト事例に関わるうえで、生命や
健康を優先して介入すべきか、本人の意思を
優先し人権を尊重すべきかのジレンマを抱
え、介入への困難や迷いがある（浜崎、岸他、
2011）。 
介入プログラムの作成、介入の効果を評価
できる介入評価ツールを開発することは、対
応する専門職の困難を軽減し、セルフ・ネグ
レクト高齢者を早期に発見し孤立させない
だけでなく、孤立死を回避し死亡リスクを減
少させることにつながる。これまでの研究成
果をもとに、セルフ・ネグレクト高齢者への
効果的な介入・支援方法を確立するため、介
入ツールの開発、介入プログラムの作成を行
うことは、地域包括ケアシステム構築をすす
めるうえで自治体にとっても有益であると

考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、2008～2010 年度基盤研究
(B)で研究者らが開発した介入ツールをさら
に発展させ、セルフ・ネグレクト状態にある
高齢者の「予防介入プログラム」と「介入支
援プログラム」を精選するとともに、介入の
効果を測定する「介入評価ツール」を開発す
ることである。さらに、地域の特性を生かし
た地域介入ツールとして、実践に適用可能な
「地域アセスメントツール」を作成し、自治
体に成果として還元し、地域包括ケアシステ
ム構築の一助となるよう普及する。 
本研究により、セルフ・ネグレクト高齢者
の孤立化、それに続く孤立死を防ぐだけでな
く、孤立化・孤立死予防のネットワークづく
りから、地域づくりの推進へと寄与するもの
である。 
 
３．研究の方法 
(1) 2008～2010 年度の基盤研究(B)の全国調
査の結果、その後の調査結果、文献検討から、
研究者らで検討し、セルフ・ネグレクトの定
義、構成する概念を明確にする。 
(2)研究者らがかかわったセルフ・ネグレク
トに関する大規模な調査の結果について、二
次データとして分析することの承諾を得た
ため、セルフ・ネグレクトの実態、セルフ・
ネグレクトの要因、セルフ・ネグレクトと孤
立死の関連、セルフ・ネグレクトへの対応に
必要なネットワークの構築についてさらに
分析し成果を示す。 
(3) 先進的にセルフ・ネグレクトを含む高齢
者への孤立予防対策やコミュニティ再生の
活動を行っている自治体への視察と面接調
査を行い、セルフ・ネグレクト アセスメン
トツールの地域版を開発する。 
(4)セルフ・ネグレクトの一類型であるゴミ
屋敷やホーディングシンドロームについて
の文献検討、清掃業者へのヒアリング、地域
包括支援センターの職員を対象にフォーカ
スグループインタビューを実施し、効果的な
介入・支援方法を検討する。 
(5) セルフ・ネグレクトの中でも、特に対応
に苦慮している「極端に不衛生な家屋で生活
する人」に先駆的に条例を施行して対応して
いる自治体の対応事例を分析し、効果的な介
入・支援方法を検討する。 
(6)以上の成果から、研究者らで検討を繰り
返し、最終案としてのアセスメントおよび介
入・支援ツールを開発する。「セルフ・ネグ
レクトアセスメントツール」「セルフ・ネグ
レクト介入ツール」「ため込みの人のアセス
メントツール」「セルフ・ネグレクト地域ア
セスメントツール」を開発し、「セルフ・ネ
グレクトの予防と支援の手引き」を作成する。 
 
４．研究成果 
(1)「セルフ・ネグレクトとは、健康、生命



および社会生活の維持に必要な、個人衛生、
住環境の衛生もしくは整備又は健康行動を
放棄・放任していること」（野村・岸ら、2014）
と定義し、図 1のように概念を整理した（図
1）。 
(2)データの二次分析を行い、セルフ・ネグ
レクトと判断された高齢者について、その主
要な状態像を類型化し、基本属性および孤立
死を含むセルフ・ネグレクト状態の深刻度と
その関連を分析した。結果として、高齢者の
セルフ・ネグレクト状態にはいくつかの異な
るパターンがあり、特に孤立死対策としては、
複合型の事例だけでなく、サービス拒否や近
隣から孤立しがちな人々へのアウトリーチ
が必要であることが示唆された。 
(3) セルフ・ネグレクトを含む高齢者への孤
立予防対策を行っている自治体への視察と
面接調査の結果を分析し、セルフ・ネグレク
ト地域アセスメントツールを開発した。 
(4)地域包括支援センターの職員を対象にフ
ォーカスグループインタビューを実施し、デ
ータを分析して効果的な介入・支援方法を検
討し、介入・支援のポイントとして整理した
（図２）。  
(5)セルフ・ネグレクトの中でも、特に対応
に苦慮している「極端に不衛生な家屋で生活
する人」に先駆的に条例を施行して対応して
いる自治体の対応事例の分析から、効果的な
支援方法と支援の課題を検討した。条例が施
行されても課題解決には時間を要し、終結し
ない事例が約半数あることが明らかになっ
た。約 4割に認知症の低下や精神疾患などが
あることから、早期に対応できるネットワー
クの構築が急務であることが示唆された。事
例分析の結果、本人との信頼関係・支援関係
を構築しながら、家族・親族、近隣住民、関
係機関に働きかけることで、対象者が孤立せ
ず地域で生活を再構築できるよう支援する
ことが有効な介入・支援方法として抽出され
た。今後は、対応する職員のスキル向上のた
めに、介入・支援方法をさらに洗練させ周知
することが課題である。 
(6)セルフ・ネグレクトのリスクを査定する
「セルフ・ネグレクトリスクアセスメントツ
ール」、セルフ・ネグレクトかどうかをスク
リーニングする「セルフネグレクトスクリー
ニング項目」、セルフ・ネグレクトの状態を
査定する「セルフ・ネグレクト アセスメン
トツール」、セルフ・ネグレクトの重症度や
対応の緊急度を査定する「セルフ・ネグレク
ト重症度スケール」を作成した。スクリーニ
ング票については、一部の地域で実際に使用
してもらった結果を検証し、ツールの妥当性
を検討した。 
(7)これまでの研究成果から、研究者らで検
討を繰り返し、最終案としての「セルフネグ
レクト アセスメントツール」「セルフ・ネ
グレクト介入ツール」「ため込みの人のアセ
スメントツール」「セルフ・ネグレクト地域
アセスメントツール」を作成し、「セルフ・

ネグレクトの予防と支援の手引き」として報
告書を作成し、自治体および関連する研究機
関等に送付した。 
(8)研究成果を著書として刊行した。著書に
は、セルフ・ネグレクトの概念整理だけでな
く、セルフ・ネグレクト事例への具体的な対
応の実践例、自治体としての先駆的な取り組
み事例を含め、研究成果から事例対応のポイ
ントや留意点を記載し、現場で活用できるも
のとして成果を還元した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   図 1．セルフ・ネグレクトの概念 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 2．セルフ・ネグレクトへの介入・支
援のポイント 
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